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か
ご
し
ま
県
民
大
学
中
央
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
15
年
に
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
開
館
と
同

時
に
、｢

か
ご
し
ま
県
民
大
学｣

構
想
の
実
現
を
目
指
し
て
開
設
さ
れ
、
今
年
度
、
16
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
生
涯
学
習
の
役
割
や
生
涯
学
習
へ
の
期
待
も
随
分
多

様
化
し
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
最
初
の
本
紙
で
は
、
改
め
て
当
セ
ン
タ
ー
の
二
つ
の
機
能(

学
習
推
進
係
と
学
習
情

報
係)

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
係
の
今
年
度
の
事
業
概
要
等
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

◆
か
ご
し
ま
県
民
大
学
中
央
セ
ン
タ
ー

は
何
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
か
？

と
は
、
県
民

の
方
々
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
、
県
下
全
域
を
生
涯
学
習
の

キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
学
べ

る
こ
と
を
目
指
す
構
想
の

こ
と
で
す
。
こ
の
構
想
の

実
現
の
た
め
に
は
、
様
々

な
学
習
要
求
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な

学
習
機
会
を
、
体
系
的
に

整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ

の
役
割
を
中
心
的
に
担
う
機
関
と

し
て｢

か
ご
し
ま
県
民
大
学
中
央
セ
ン

タ
ー｣

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

県
民
の
自
主
的
な
活
動
を
促
進
し
、

交
流
の
場
を
提
供
す
る
目
的
で
設
置
さ

れ
た
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
中
で
、
五

つ
の
機
能
の
う
ち｢

生
涯
学
習｣

を
担
っ

て
い
ま
す
。

県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
の
ほ
か
の
機

関
や
大
学
・
市
町
村
・
団
体
等
と
連
携

し
、
県
民
の
皆
様
の
主
体
的
な
学
習
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

と

が
あ
り
ま
す
。

は
、
各
種
講
座
の
実
施
や

大
学
な
ど
の
各
団
体
等
と
の
連
携
，
生
涯

学
習
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
学
び
の
手

帳
や
講
座
案
内
、
生
涯
学
習
だ
よ
り
の
発

◆
当
セ
ン
タ
ー
に
は

二
つ
の
係
が
あ
り
ま
す

行
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

は
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
た
講
座
や
視
聴
覚
教
材
等
に
関
す
る

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
学
習
推
進
係
の
主
な
取
組
は…

主
に
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
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17
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例
年
と
大
き
な
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
ふ
る
さ

さ
と
お
こ
し
リ
ー
ダ
ー
育

成
講
座
は
よ
り
実
践
的
な

内
容
に
、
生
涯
学
習
県
民

大
学
講
座
で
は
実
施
を
希

望
す
る
市
町
村
の
要
望
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
な
内
容

に
、
少
し
変
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

か
ご
し
ま
県
民
大
学
連
携
講
座
は
、

大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
の
専
門
的

な
内
容
か
ら
、
ふ
る
さ
と
お
こ
し
リ
ー

ダ
ー
育
成
講
座
の
修
了
生
が
実
施
す
る

も
の
ま
で
、
幅
広
い
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

生
涯
学
習
だ
よ
り
で
は
、
皆
様
の
学

び
の
励
み
に
な
る
よ
う
に
、
講
座
案
内

の
ほ
か
、
生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
を
お

今
回
、
紹
介
し
た
事
業
の
ほ
か
に
も
、

学
習
推
進
係
が
、
本
庁
社
会
教
育
課
と
協

働
で
実
施
す
る｢

か
ご
し
ま
青
年
塾｣

や

「
生
涯
学
習
関
連
事
業
等
調
査
」
を
、
学

習
情
報
係
が
、
過
去
の
メ
デ
ィ
ア
研
修
講

座
受
講
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
自
主

サ
ー
ク
ル(

裏
面
参
照)

の
育
成
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
涯
学
習
や
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
は
、

両
係
と
も
に
、
来
所
ま
た
は
電
話
で
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
県
民
の
皆
様
や
各
市
町
村
・

大
学
等
と
の
連
携
を
密
に
と
り
な
が
ら
、

更
な
る
生
涯
学
習
の
充
実
に
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

◆
学
習
情
報
係
の
主
な
取
組
は…

例
年
実
施
し
て
い
る
事
業
の
ほ
か
に
、

新
規
の
二
つ
の
事
業(

☆
印)

が
加
わ
り

ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
や
受
講
者
自
身

の
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

(

４
講
座)

生
涯
学
習
の
指
導
者

や
指
導
補
助
者
と
し
て

教
育
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
チ
ラ

シ
づ
く
り
や
名
簿
・
会
計
簿
づ
く
り
な

ど
の
講
義
・
実
習
等
を
通
し
て
、
資
料

作
成
や
情
報
発
信
に
役
立
つ
知
識
・
技

術
の
習
得
を
目
指
す
講
座
で
す
。

(

３
講
座)

学
校
や
市
町
村
で
「
教
育
の
情
報

化
」
に
対
応
で
き
る
指
導
者
を
養
成
す

る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
用
い
た
教
材
の
制
作
や
活
用
に

関
す
る
講
義
・
実
習
等
を
通
し
て
、
学

習
指
導
法
の
改
善
や
学
習
指
導
力
の
向

上
を
図
る
講
座
で
す
。

市
町
村
等
が
実
施
す
る
情
報
モ
ラ

ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
情
報
機
器
活
用

等
の
研
修
へ
職
員
を
派
遣
し
、
教
育
メ

デ
ィ
ア
活
用
の
促
進
と
教
育
的
課
題
の

解
決
を
支
援
し
ま
す
。

現
在
、
鹿
児
島
大
学
と
連
携
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
・
親
子
セ
ミ
ナ
ー

(

５
回)

と
２
市
町
で
実
施
す
る
情
報
モ

ラ
ル
講
座
へ
の
職
員
の
派
遣
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
随
時
受
付
中
で
す
。

教
育
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
研
究
テ
ー

マ
や
課
題
を
も
っ
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体
、

ま
た
は
個
人
が
来
所
し
て
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

営
利
を
目
的
と
し
な
い
学
校
教
育
・

社
会
教
育
の
関
係
機
関
・
団
体
等
を
対

象
に
、
県
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し

て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
等
の
各

種
映
像
教
材
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
視
聴
覚
教
育
連
盟
と
連
携
し
、
デ

ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
や
動
画
・
静
止
画

等
に
関
す
る
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
、
教
材
製
作
を
奨
励
し

て
い
ま
す
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
管
内
の
小
学
生
・
中

学
生
・
高
校
生
及
び
そ
れ
ら
の
年
齢
に

相
当
す
る
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
を
対

象
に
動
画
作
品
を
募
集
し
、
南
あ
わ
じ

市
で
開
催
さ
れ
る
「
ア
ジ
ア
国
際
子
ど

も
映
画
祭
」
へ
参
加
す
る
作
品
を
選
定

し
ま
す
。

知
ら
せ
し
ま
す
。

学
び
の
足
跡
は｢

学
び
の
手
帳｣

(

本
紙

裏
面
参
照)

の
活
用
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。



平成23年12月に講座サポーターの
スキルアップのために活動を始めた
グループです。現在はワード，エク
セル，パワーポイント，インター

ネット，画像編集など各自のスキルアップを目指し活
動しています。パワーポイントによる作品制作発表を
通して，更に知識や技術を高め，個々の資質向上を目
的として活動しています。

当センターの主催事業案内（６～７月）
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当センターでは、生涯学
習に取り組んでいる皆様が
これまで学んだことを振り
返るとともに、更なる学び
の充実も支援していきたい
という思いから「学びの手
帳｣を発行しています。どなたでも申し込む
ことができ、無料で交付しています。
○受講の記録

受講された講座等を御自分で記入していき
ます。地域活動や話し合い、ボランティア活
動なども学びの場としてとらえ、記入してい
きます。
○申込方法

申込書は各市町村の生涯学習担当課や公民
館等にあります。また当センターのホーム
ページからダウンロードすることもできます。

必要事項を記入し｢かごしま県民大学中央
センター(かごしま県民交流センター２階)｣
にお申し込みください。
(郵送される場合は、返信用切手140円分を同
封してください。)

いちきアクアホー
ル

いちきアクアホー
ル

各会場，全３日
間の講座です。

金 子 満 氏
東川 隆太郎 氏
江 並 智 子 氏

ほか

県民交流センター６階に，写真のようなす
ばらしい展示場(ギャラリー)があるのを御存
じですか？

プロ・アマを問わず，多くの方々に利用さ
れています。

昨年度から，生涯学習の展示ができるよう
になりました。今年度は６月・10月・11月の
３回，それぞれ約２週間ずつ実施します。第
１回が６月５日(水)から，６団体が趣向を凝
らした展示を行います。

体験コーナーを計画
している団体もありま
すので，ぜひ御来場く
ださい。

市町村の広報誌展示場所が，２階から６

階の情報サロン内に移りました。

広い机があり，静かな環境の中で最新号

と過去１年分のバックナンバーをゆっくり

御覧いただけます。

ハーバリウムの体験教室(昨年６月)

各自で制作した映像作品の相互鑑賞等を通し
て，技術や知識の向上を図っています。また，
地域の様々な行事等を映像作品としてまとめ，
コンクールへの出品や各種団体への寄贈も行っ
ています。

好きなビデオ作品づくり

にこつこつと取り組んでい

ます。

作品発表の場である「ふ

れあいメディアフェスティ

バル」にも毎年作品を出展

しています。

今までビデオ制作で培っ

た技量を生かして，地域の

お役にも立ちたいと考えて

おります。

受講者が結成した
自主グループ

(H30年度報告書から)

メディア研修講座受講後に自主サークルを結成し，個々の知識や技術を
高めながら，更にボランティアとして，講座等でのサポートなどで活躍し
ている５つのグループを紹介します。いずれのグループも随時新規会員を
受け入れていますので，入会希望の方は，学習情報係へお問合せください。

デジタルアートの新しい感覚の面白さ
や知識・技術を学びたいということでグ

ループを結成しました。ワードやエクセル，デジカメ
講座のサポーターとしても手伝いをしています。また，
２階の生涯学習コーナーで作品展示もしています。

デジタルアートさくら

H 2 0年度デジタルアート講座受講

リンクさんあい

H15年度
デジタルビデオ

撮影・編集講座受講

フレッシュ薩摩

H20年度デジタルビデオ
撮 影 ・ 編 集 講 座 受 講

ビデオ撮影や 編集を通
して会員同士で 技術や知
識の向上を目指していま

す。美しい自然や伝統芸能な
どを作品にまとめ，コンクー
ルなどへ出品したり，地域の
行事に参加して作成した作品
を寄贈したりしています。

また，講座のサポート等の
ボランティア活動を通して，
生きがいづくりと社会への貢
献を目指したいと思っていま
す。

す み れ

H20年度デジタルビデオ
撮 影・編集 講座受講

いちごちゃん

H20年度
中級講座受講


